
【取組内容④】 クラウドの活用による校務の効率化

田辺市立稲成小学校（和歌山県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Googleスプレッドシートを活用し、各学年の担任が週案を作成しています。【資料１】

作成した学年毎の週案は、全学年の週案を載せたスプレッドシートに貼り付けることで、全職員が
確認できるようにしています。【資料２】

また、急な変更があったときには、全体週案を変更するとともに、口頭でも伝え、確実な連携がと
れるようにしています。

特に多くの学年が在籍する特別支援学級では、一目で全学年の週案が見られることは、予定を立て
る上でも大変役立っています。

【資料１】学年週案 【資料２】全体週案



【取組内容④】 クラウドの活用による校務の効率化

田辺市立稲成小学校（和歌山県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童の出欠確認は、保護者連絡アプリを活用
し、児童の欠席や遅刻の確認を行っています。
【資料３】保護者の中には、担任と相談したい
内容を書かれている方もおり、保護者との連携
ツールの１つとしても活用しています。

また、朝の保護者からの電話連絡も激減した
ため、職員の校務の効率化を図ることにも繋が
っています。

毎月実施している職員による月
別生活目標集会は、GoogleMeetと

スライドを活用し、各教室へオン
ラインでの配信を行っています。
【写真１】

また、児童会や委員会活動の取
組内容、全校児童へのお願い等に
ついてもオンラインで配信するこ
とで、全校への周知を行っていま
す。【写真２】

このような取組は、今年度で３
年目となり、職員も児童もオンラ
インでやりとりすることに慣れて
きています。

【写真２】委員会発表の様子
【写真１】生活目標集会の様子

【資料３】保護者連絡アプリ
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